
平成１７年８月２９日 
 

日本ガス体エネルギー普及促進協議会の設立について 
 

社団法人日本ガス協会 
日本ＬＰガス団体協議会 
社団法人日本簡易ガス協会 

 
社団法人日本ガス協会（会長：安西邦夫 東京ガス㈱会長）、日本ＬＰガス団体協議会（会長：

児玉宣夫 出光ガスアンドライフ㈱社長）、社団法人日本簡易ガス協会（会長：石橋幸弘 日本  

瓦斯㈱会長）は、下記の通り協議会を設立いたします。 
 

記 
 
１．名称 
日本ガス体エネルギー普及促進協議会（別称：コラボ） 

２．設立の背景・目的 
ガス体エネルギーはこれまでも国民生活、産業活動の基盤を支えるエネルギーとして大

きな役割・責任を果たしてきた。環境問題の深刻化、原油価格の高騰等、エネルギーを取

り巻く情勢が大きく変化する中で、今後とも国の基幹エネルギーとしての役割・責任を果

たしていくためには、都市ガス、ＬＰガス、簡易ガスの枠を超え、より高い視野に立った

取り組みが求められている。 
３団体はこれまでも、個々のケース毎に連携・協力してきたが、これをさらに強化充実

させ、組織的かつ継続的な活動を展開することにより、ガス体エネルギーの一層の普及促

進を図り、生活・文化の安定・向上、産業・地域の振興・発展、環境の改善、安全な社会

の実現等に寄与する。 
３．協議会の活動 
高効率ガス給湯器や安全ガスコンロの普及拡大、ガスの上手な使い方や省エネ情報の提供、

地震等緊急事態における連携協力などを推進していくために、政策提言、情報発信、啓発活

動等を行う。 
４．組織運営 
代表者会議(重要事項の決定)、幹事会(決定事項の実施)を中心に運営する。 

５．役員 
   役員として、会長（１名）、副会長（数名）、事務局長（１名）をおく。 
   なお、役員候補は以下のとおり。 
   会  長：草野成郎 日本ガス協会業務委員長（東京ガス㈱副社長） 
   副 会 長：中谷秀敏 日本ガス協会業務副委員長（大阪ガス㈱副社長） 
        神野康夫 日本ＬＰガス協会副会長（新日本石油㈱取締役） 
        赤津敏彦 全国エルピーガス卸売協会副会長（エア・ウォーター㈱専務） 
        川本宜彦 日本エルピーガス連合会副会長（㈱サイサン会長） 
        横内稔  日本簡易ガス協会副会長（東京ガスエネルギー㈱社長） 
   事務局長：髙橋晴樹 日本ガス協会専務理事 
６．設立期日 
平成１７年１０月２０日（木） 

 
問い合わせ先：社団法人日本ガス協会 広報部   03－3502－0112 

                   日本ＬＰガス団体協議会      03－3503－5741 

                   社団法人日本簡易ガス協会 業務部 03－3504－1896 



 

【参考資料】 

①(社)日本ガス協会・日本ＬＰガス団体協議会・(社)日本簡易ガス協会の概要について 

名 称 (社)日本ガス協会 日本ＬＰガス団体協議会 (社)日本簡易ガス協会 

所在地 東京都港区虎ノ門 1-15-12 東京都港区虎ノ門 1-14-1 

琴平ビル４Ｆ 

東京都港区西新橋 1-2-9 

日比谷ｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ 8Ｆ 

創立 昭和２７年 昭和５２年 昭和４５年 

会長 安西邦夫（東京ガス㈱会長） 児玉宣夫（出光ガスアンドライフ

㈱社長） 

石橋幸弘（日本瓦斯㈱会長） 

会員数 

(17 年 7 月

現在) 

正会員２１５事業者 

 正会員は一般ガス事業者 

７団体 

 日本ＬＰガス協会、全国エルピ

ーガス卸売協会、日本エルピー

ガス連合会、他 4団体 

正会員１,６９７事業者 

 正会員は簡易ガス事業者 

お客さま 

件数 

２，７４４万件 ２，７００万件 １５４万件 

ＨＰ http://www.gas.or.jp/default.h

tml 

http://www.nichidankyo.gr.jp/ http://www.jcga-page.or.jp/ 

 
②活動イメージについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③「コラボ」について 
「コラボ」とは「collaboration」の略であり「共同作業・共同製作」という意味がある。３団体が、

ガス体エネルギーの普及促進に共同して取り組んでいくことを表すのに最適な言葉として名付けた。 
  また、「コラボ」の３文字が、３団体をイメージでき、語感・響きも良いので「コラボ」とした。 
 
  

       政策提言 
☆エネルギーや環境政策に関する提言 

    情報発信 
    ☆キャンペーン等の 
     実施による対外的広報 

   啓発活動 
☆関係団体へのガスの 
良さのアピール 

○高効率ガス給湯器の普及拡大 
○安全ガスコンロの普及拡大 
○ガスの上手な使い方や省エネ

情報の提供 
○地震等緊急事態への連携協力 


